
 

 2024年 1月からはじまる『新 NISA』って何？ NISAとの違いを解説！ 
2024年1月からNISAが変わります。これまでも、国が資産形成を支援してくれる制度として広く活用されて 

きましたが、今年からはさらにバージョンアップ。今回は『新NISA』について解説いたします。 

・NISAとは 

NISAとは、個人の資産形成を応援する国の税制優遇制度です。投資で利益が出た場合、通常は約20%の 

税金がかかるのですが、NISA口座で運用すると、毎年一定金額の範囲内で購入した金融商品から得られる 

利益が非課税となり、その利益を全額受け取ることができます。 

NISA口座を開設できるのは、日本在住の18歳以上の方。1人1口座のみですが、開設する金融機関は1年単位で変更可能です。 

・これまでのNISAと新NISAの違い 

これまでのNISAは、年間投資枠 120万円で最長5年保有できる「一般NISA」と、年間投資枠40万円で最長20年保有できる

「つみたてNISA」の2種類があり、そのどちらかを選択しなければなりませんでした。 

新NISAは、同様に「成長投資枠」と「つみたて投資枠」の2種類がありますが、年間投資枠がそれぞれ240万円・120万円と引

き上げられたことと、両方の枠の併用が可能になったこと、さらにどちらも非課税保有期間が無期限になったことが大きなポイントです。 

また、非課税保有限度額が設定され、両枠合計1800万円となりますが、非課税投資枠の再利用が可能になります。 

これまでのNISAと『新NISA』は別口座となるため、これまでのNISAで持っている商品の非課税期間はそのまま保有することが可能です。 

・新NISAの始め方 

2023 年迄に NISA 口座を持っている方は、2024 年以降も特別な手続きなしに自動で新 NISA の口座が開設されます。「つみたて

NISA」で購入していた商品を、新NISAで購入し続けることもできます。 

今年から新しく始める方は、金融機関を選択して口座開設の申し込みをして下さい。金融機関によって、選べる商品の数や手数料が異なる

ので、よく比較検討して選びましょう。 

 

 年賀状は『年賀コレクション』でスマートに管理しましょう 
昨今は年賀状じまいをする方が増えているとはいえ、やはり年賀状は日本の大切な文化です。親しい人からの年賀状では 

共に新しい年を迎えることができた喜びを感じ、普段は疎遠な人からの年賀状では近況を知ることもできますね。 

けれども毎年頂く年賀状を残しておく場所がない、さりとて捨てるのは忍びない…そんなジレンマから救ってくれるのがこの 

『年賀コレクション』です。スマホで年賀状を撮影して管理する、年賀状の整理に特化したアプリです。 

開発したのは、あの“年賀状のフタバ”。機能は主に次の3つで、全て無料で利用できます。 

① 年賀状を画像で保存、② 差出人の住所を管理・編集して住所録として利用、③ 年賀状のグループ分け・並べ替え・抽出。 

また、フタバの年賀状販売サイトと連携しており、② の住所録を用いて宛名印刷サービスを利用することもできます（有料）。 

アプリのダウンロートはこちらからどうぞ。App Sore    Google Play  

 

 

★チラシ・フライヤー・会社案内・名刺など 

★デザイン制作・印刷 お任せ下さい!! 

★ホームページ制作お任せ下さい!!  

★オリジナルデザインで更新しやすいホームページを！ 

★今あるホームページの編集作業もお任せ!! 
◎ パソコン本体・周辺機器のご購入やパソコントラブル  

ご相談下さい！ 

◎ パソコン教室 無料体験実施中！ 

マデコムのFacebookへの  いいね！お待ちしております 
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